
平成２7年11月

№27
編集・発行

香取市農業委員会

〒287-8501　千葉県香取市佐原ロ 2127　TEL 0478－50－1226（0478－54－1111 内線 2871）

　
実
家
は
、
先
祖
代
々
大
島
で
水
稲
農
家
を
営
ん
で
い

ま
し
た
が
、
私
の
両
親
は
農
業
を
継
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
ん
な
私
が
、
実
家
で
農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た

の
は
、
学
生
時
代
に
経
験
し
た
、
米
の
集
荷
の
ア
ル
バ

イ
ト
で
し
た
。
一
日
何
十
軒
も
農
家
さ
ん
の
お
宅
を
訪

問
し
、
米
の
集
荷
を
す
る
の
で
す
が
、
若
者
の
農
業
離

れ
、
後
継
者
不
足
に
よ
っ
て
自
分
の
代
で
農
家
も
お
し

ま
い
だ
と
い
う
農
家
さ
ん
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
私
の

実
家
の
祖
父
も
ま
さ
に
そ
の
農
家
さ
ん
た
ち
と
同
じ
状

況
で
し
た
し
、
私
も
先
祖
代
々
引
き
継
い
で
き
た
農
地

が
荒
れ
て
し
ま
う
の
は
悲
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

だ
っ
た
ら
私
が
農
家
に
な
っ
て
、
少
し
で
も
若
者
が
農

業
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

と
考
え
た
の
が
農
業
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
そ
の
ま
ま
実
家
の
水
稲
栽
培
を
継
ぐ
こ
と
も
考
え
ま

し
た
が
、
新
し
い
農
業
の
技
術
や
可
能
性
な
ど
を
見
つ

け
る
た
め
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
、
次
に
大
規
模
農
業
法

人
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
理
想
の
農
家

像
が
で
き
て
き
た
た
め
、
独
立
新
規
就
農
し
ま
し
た
。

　
大
島
地
区
は
水
稲
栽
培
の
盛
ん
な
地
区
で
、
蓮
根
栽

培
を
し
て
い
る
の
は
私
一
人
で
す
。
今
ま
で
誰
も
や
っ

て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
私
が
先
頭
に
な
っ
て
積
極
的
に

導
入
、
実
践
す
る
こ
と
で
新
し
い
農
家
の
ス
タ
イ
ル
を

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
私
が
挑
戦
し
て
い
る
の
は
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
、
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
に
よ
る
作
業
の
効
率
化

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
資
格
を
習
得
し
ま
し
た
。
蓮
根
栽
培

だ
け
で
は
な
く
、
水
稲
栽
培
で
も
活
用
で
き
る
技
術
も

あ
る
た
め
、
地
域
の
農
家
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
、

技
術
、
知
識
の
習
得
中
で
す
。

　
農
業
に
は
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
可
能
性
が
あ
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
先
頭
に
な
っ
て
若
者
が
農
業

に
興
味
を
持
て
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
農
家
に
な
り
た

い
で
す
。

（
香
取
市
大
島
）

高
須 

裕
貴 

さ
ん

新

規

就

農

者

ご

紹

介
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ま
た
、
連
携
団
体
が
畜
産
農
家
へ
粗
飼
料
を
安
定

供
給
で
き
る
Ｔ
Ｍ
Ｒ（
粗
飼
料
と
濃
厚
飼
料
を
適
切

な
割
合
で
混
合
し
、
必
要
な
養
分
を
十
分
供
給
で

き
る
よ
う
に
調
整
し
た
牛
の
飼
料
）
セ
ン
タ
ー
を

案
内
し
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
を
行
う
。

＊
な
お
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
の
定
数
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
政
省
令

を
基
に
条
例
で
定
め
ま
す
。

　
ま
た
、
条
例
制
定
後
の
、
推
薦
及
び
募
集
等
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
香
取
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん

　
例
年
、
年
末
に
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
」
を
配
布
し
、
申
請
の
記
入
・
提

出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
農
業

委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙

人
名
簿
の
登
載
申
請
の
手
続
き
は
無
く
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
7
月
13
日
に
、
茨
城
県
那
珂
市
、
常
陸
大
宮
市
、

ひ
た
ち
な
か
市
、
東
海
村
の
各
農
業
委
員
及
び
事

務
局
職
員
42
名
が
、
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢

化
等
に
よ
り
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
遊
休

農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
つ
い
て
、
新
た
な

農
地
施
策
の
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す

べ
く
、
香
取
市
へ
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
山
田
公
民
館
で
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
耕
作

放
棄
地
の
解
消
活
動
の
事
例
と
し
て
、
新
里
営
農

組
合
の
長
嶋
敏
夫
代
表
や
関
係
団
体
で
あ
る
香
取

市
よ
り
概
要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
耕
作
放
棄
地
解
消
の
現
場
で
あ
る
稲

発
酵
粗
飼
料
（
稲
を
使
っ
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
栽
培
水
田
、

　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、
現
に
在
籍
す
る
農
業
委

員
の
任
期
は
本
年
9
月
26
日
を
以
て
満
了
と
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
が
、
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
任

期
の
期
間
を
延
長
し
、
4
月
1
日
よ
り
、
新
し
い

農
業
委
員
会
体
制
を
構
築
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
法
律
に
お
い
て
は
、
農
業
委
員
会
が
、

そ
の
主
た
る
使
命
で
あ
る
、
農
地
利
用
の
最
適
化

（
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発

生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
）
を
よ
り
良

く
果
た
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
ま

す
。

【
農
業
委
員
会
法
の
主
な
改
正
点
】

①
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移
動

等
に
関
す
る
許
可
事
務
の
ほ
か
、
農
地
等
の
利
用

の
最
適
化
を
行
う
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
の
推
進

に
努
め
る
。

②
農
業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更

　
農
業
委
員
の
公
選
制
は
廃
止
し
、
市
議
会
の
同

意
を
要
件
と
す
る
市
長
の
任
命
制
一
本
と
す
る
。

　
委
員
の
う
ち
、
原
則
と
し
て
過
半
数
を
認
定
農

業
者
と
す
る
。

③
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
新
設

　
農
業
委
員
会
は
、
現
場
活
動
を
積
極
的
に
行
う

た
め
、
意
思
決
定
を
行
う
農
業
委
員
と
は
別
に
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
委
嘱
す
る
。

　
推
進
委
員
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・

集
約
化
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
等
の

農
業
委
員
会
那
珂
郡
協
議
会
が

香
取
市
を
訪
問

農
業
委
員
会
那
珂
郡
協
議
会
が

香
取
市
を
訪
問

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
つ
い
て
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千
葉
県
女
性
農
業
委
員
の
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
　
伊
藤 

は
つ
子

　
７
月
30
日
、
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
千
葉
県
主
催
の
会
議
に
、
林 

藤

江 

農
業
委
員
と
参
加
し
ま
し
た
。

　
千
葉
県
内
に
は
54
の
市
町
村
が
あ
り
ま

す
が
、
女
性
農
業
委
員
の
構
成
に
つ
い
て

は
、
29
の
市
町
村
に
女
性
農
業
委
員
が
お

り
、
人
数
的
に
は
61
名
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
39
名
が
参
加
し
、
自
己
紹
介

と
近
況
報
告
を
兼
ね
て
、
全
員
が
１
分
間

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
日
々
、
勉

強
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
、
生

き
生
き
と
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
会
議
の
内
容
と
し
て
は
、
平
成
26
年
の

活
動
報
告
、
27
年
の
活
動
計
画
を
協
議
し

ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て
の

報
告
が
、
千
葉
県
農
業
会
議
の
木
林
事
務

局
長
よ
り
、
詳
し
く
説
明
が
あ
り
委
員
会

活
動
の
更
な
る
強
化
と
取
り
組
み
、
農
業

後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
向
け
た
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
の
事
で
し
た
。

　
農
業
委
員
会
制
度
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
私
た
ち
は

農
地
の
番
人
と
し
て
農
地
を
守
り
、
農
業

的
な
有
効
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
基
本

的
な
使
命
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
の
活
動
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
の
活
動
報
告

農地の
売買・転用等の
申請受付期間
並びに
総会予定表

平成２７年１２月
平成２８年  １月

２月
３月

１８日（金）
２２日（金）
２３日（火）
１８日（金）

年  　月 受　付　期　間 総会開催日
７日（月）～１０日（木）
６日（水）～ ８日（金）
８日（月）～１０日（水）
７日（月）～１０日（木）

１.農作業標準賃金（平成27年度）

２.水田機械作業標準料金（平成27年度）

注　上記の標準賃金並びに標準作業料金については、千葉県農業会議の開示資料を香取市は準拠しております。
＊乾燥調製、育苗を除く作業はオペレーター１人付料金

耕　起 

代かき 

畔塗り 

植　付 

刈取脱穀

作業種目 　　　契約種別 　　標準料金（円） 　　　　　備　　　　考
トラクター

トラクター

トラクター

田植機

コンバイン

乾燥調整
育　　苗

１０a 請負

１０a 請負

１０a 請負

１０a 請負

１０a 請負

６０ｋｇ当り
１箱当り

５，９００

６，２００

３６

７，２００

１７，３００

２，８００
７８０

（１）仕上げの料金
（２）ドライブハロー使用
（３）ロータリーを使用の場合は
　　 上の耕耘料金に準ずる。

（１）標準料金額は１ｍ当りの料金であり、
　　 100ｍを基礎に算出

（１）稚苗植の額
（２）苗費は含まない。
（１）乾燥場までの籾運搬は含まず。
（２）乾燥場までの籾運搬費は籾運搬
　　 コンテナを使用する場合、10a 当り
　　 ９００円である。

（１）籾摺料金の 6４0 円を含む。
（１）稚苗（硬化苗）の額

作業種目
水田作業
畑作業

果樹収穫作業

標準賃金（円） 
９，９００
８，２００
７，７００

備　考
実労働時間　８時間
実労働時間　８時間
実労働時間　８時間

契約種別
１日
１日
１日

農作業標準賃金 ・機械作業料金
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　「
１
年
が
経
つ
の
は
早
い
」

も
の
で
、
気
が
つ
け
ば
11
月

も
半
ば
を
過
ぎ
、
そ
ろ
そ
ろ

今
年
を
振
り
返
り
つ
つ
、
来

年
の
こ
と
を
考
え
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　
国
会
で
法
律
の
一
部
改
正

が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、

香
取
市
農
業
委
員
の
任
期
は
、

来
年
３
月
31
日
ま
で
延
長
と

な
り
、
平
成
28
年
４
月
１
日

よ
り
新
し
い
法
律
の
基
で
の

農
業
委
員
会
体
制
を
築
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
改
正
法
が
地
域
農
業
の
維

持
・
発
展
に
お
い
て
、
適
正

か
つ
円
滑
に
運
用
さ
れ
る
こ

と
が
大
切
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
我
々
、

農
業
委
員
一
同
は
、
無
事
に

新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
編
集
長
　
髙
木 

哲
吉

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

編 

集 

後 

記

　　
全
国
農
業
新
聞
は
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
で

あ
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総

合
専
門
紙
で
す
。

　
農
業
者
の
「
経
営
と
暮
ら
し
に
役
立
つ
」
ホ
ッ

ト
な
情
報
、
多
く
の
読
者
の
皆
様
に
満
足
し
て
頂

け
る
よ
う
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
を
お
届
け

し
ま
す
。

　【
内
容
】

　
・
変
革
期
に
あ
る
農
政
と
農
業
・
農
村
の
新
し

　
　
い
動
き
を
解
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　
・
認
定
農
業
者
、
農
業
生
産
法
人
な
ど
意
欲
的

　
　
な
農
業
経
営
者
向
け
の
情
報
を
提
供
し
て
い

　
　
ま
す
。

　
・
新
規
就
農
者
や
農
村
女
性
の
元
気
な
取
り
組

　
　
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
・
法
人
実
務
・
税
金
・
金
融
・
農
地
・
農
業
者

　
　
年
金
相
談
な
ど
の
経
営
者
必
携
の
実
用
的
な

　
　
情
報
が
満
載
で
す
。

　
・
農
村
女
性
、
お
年
よ
り
向
け
の
家
庭
・
く
ら

　
　
し
面
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
・
県
版
・
地
方
版
に
お
け
る
元
気
で
特
徴
あ
る

　
　
明
る
い
話
題
や
活
動
を
発
言
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

　
　
　
購
読
料
：
月
７
０
０
円
で
す
。

　
申
込
は
、
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

全
国
農
業
新
聞
を

購
読
し
よ
う

○農業に年間60日以上従事していること
○国民年金の第１号被保険者であること
○20歳以上60歳未満であること
☆農地を持っていない方や、配偶者・後継者の方も加入できます！

農業者年金に加入しませんか？
農業者年金は、農業者のための、安定した積立式の公的年金です。

●積立方式なので、積み立てた金額に応じた額の年金をかならず受給できます！
　また、年金額が加入者・受給者数に左右されない、少子高齢時代に強い年金です。
●年金は一生涯支給されます！
　80歳までに亡くなられた場合は、80歳までに受け取る予定であった分のお金を、ご家族が受け取ることができます。
●認定農業者など、担い手の方は、国が保険料を一定の割合で負担してくれる制度もあります！
●税制面でも大きな優遇があります！

加入要件はこの３点だけ

農業者年金ってどんな年金？

☆☆☆　お問い合わせは、香取市農業委員会またはお近くのＪＡへ　☆☆☆

しっかり積立て、
がっちりサポート
安心で豊かな老後を


